
令和７年度  八王子市立弐分方小学校  経営報告  

 

校長  清水  隆司  

目指す学校像  

「自分や他者、一人一人のよさに気付き、      

       自分の力を伸ばせる学校」  

 

○一人一人の「学びに向かう姿」を伸ばす学校  

⚫  今の自分を知り、「わからない」「できない」ことを乗り越えるた

め、自ら踏み出そうとする態度や価値観を育てる。また、人との

関わり合いを通して「できた」嬉しさを共に感じられる教育活動

を推進していく。  

⚫  教師が子供たちの多様な考え方を大切にし、学びのめあてへとつ

ながる授業を行う。  

⚫  地域人材や保護者、中学校区の学校と共に、これからの教育を受

けるための基盤となる教科の知識を身に付ける取り組みを行う。  

⚫   

○自尊感情（特に役割を果たし、認められることの喜び）を高め、主

体的な実践力を伸ばす学校  

⚫  異年齢交流を通して、責任感や自己有用感を高め、子供たちの思

いや実践が自己実現につながっていることを味わわせる。  

⚫  互いの良さや活躍、頑張りを認め合い、共に成長することに価値

を見出す気持ちを育てる。  

⚫  自分や他人の「想いを大切にする」心を育てるとともに、キャリ

ア教育を推進して自分の将来や生き方（人とのつながり）につい

て考える機会をもつ。  

⚫   

○地域の子が安心して通え、地域で子どもを育む学校  

⚫  複雑化する子供たちの課題に組織で向き合い、社会的自立を見据

えた居場所づくりに取り組む。  

⚫  学校に保護者や地域の方が関わることで、地域と一体となった学

校づくりを進める。（ゲストティーチャー、わくわくサマースクー

ル、学習や行事での教育支援ボランティアの受入、地域の愛があ

ふれる花壇等）  



令和７年度の取組目標と方策に対する評価  

 

１．  児童のよりよい人間関係を形成し、「役に立つ喜びを知る子」を

育成する。Ａ  

具体的方策  成果・課題  

①  保護者アンケート、「本校の

教育方針が役に立つ喜びを知

る子であることを知ってい

る」の肯定的評価９０％以

上。また、「学校が力を入れ

て行っている取組（たてわり

班活動・地域と連携した学

習）」の肯定的評価９０％以

上。  

②  児童による学級会の進行がど

の学年もできる。キャリアパ

スポート（オリジナル冊子含

む）の効果的で価値のある活

用。  

③  各行事の「児童の振り返り」

や保護者アンケートを学校だ

よりで紹介し、主体的な活動

への価値付けを行う。  

 

 

 

 

④  児童の人間関係や満足度を全

学級年２回の Q-U 実施から客

観的に把握し、学級経営、専

科経営にいかす。また、 Q-U

に関する研修の実施２回。  

①  本校の教育方針については

第一回目 94％、第二回目が

92％、学校が力を入れてい

る取組については、第一

回、第二回ともに 97％であ

った。引き続き、教育活動

を通して、教育方針の成果

が実感できるような教育活

動を推進していく。  

②  たてわり班会議等、学級会

でのスキルは教育活動の

様々な場面で発揮してい

る。  

 

③  キャリアパスポートの活用

や行事での振り返りでの児

童の記述を行事の開会式や

学校便りで紹介していっ

た。保護者との関わりの中

で学校と保護者が双方に児

童の成長に関わっていると

実感できた瞬間があった。  

④  職員間の情報共有や支援が

必要な場合等のアセスメン

トツールの一つとして役立

てることができた。  

 

 



２．  教師は児童が主体的に学ぶことのできる授業を行い、また、児

童に達成感を味わわせる経験を積み重ねさせ、児童の「学びに

向かう力」を高める。Ｂ  

具体的方策  成果・課題  

①  長年引き継がれた教師文化、

技術のよさが発揮され、授業

実践の進化を目指していく。  

②  各教員が学習用端末の設定を

適切に行い、端末を介したト

ラブルを未然に防ぐ。  

③  放課後補習を 12 月末までに

15 回以上行う。また、児童の

相談ごとに対応する時間を適

切に設け、「相談できる大

人」を増やしていく。  

④  各学年に応じた「弐分っ子ミ

ニマム」や NBK 漢字テストに

取り組み、基礎学力とできた

喜びを味わわせる。「弐分っ

子ミニマム」や「 NBK 漢字テ

スト」は各学年７０％がクリ

アを目標とし、３学期から実

施する。  

⑤  「八王子っ子ミニマム」（市

学力調査）において 1 回目か

ら２回目の改善がみられるこ

と。  

○ 4・ 5・ 6 年生の市学力調査で

は、目標値に対する 1 学期から 3

学期への差が大きく近づき、 4 年

生では目標値を大きく上回って

いた。また、 6 年生のはちおうじ

っ子ミニマムでは、国語で児童

の 76％、算数で児童の 55％がス

コアを上げていた。  

 教員の日々の教材研究や若

手、中堅、ベテランが経験、学

校外での学びを校内で情報共有

する場（ＯＪＴ）を活発に行

い、学習に対する課題意識を高

め、改善のために取り組んだ結

果であると考える。  

学習だけでなく、生活も含め

て「心」を整えていくことと

「学び」が伸びることは学校生

活の両輪であると考え、ウェル

ビーイングを基盤とした基礎基

本の確かな定着を目指し、次年

度は校内研究と合わせて取り組

んでいく。  

 

３．  どの子も安心して通える安全・安心で居場所となる学校づくり

に組織的に取り組む。Ａ  

（ 人 権 ・ 健 康 ・ 安 全 へ の 不 安 に 対 し て 組 織 で 対 応 し 、「 い じ め 」 の 未 然 防 止 、 早 期

発 見 ・ 解 決 、 不 登 校 や 特 別 な 配 慮 を 要 す る 児 童 へ の 支 援 に 取 り 組 む 。）  

具体的方策  成果・課題  

①  いじめ対策委員会及び情報共

有と記録作成の時間として毎

①  生活指導主幹を中心に対策委

員会や情報交換、記録作成等



週の実施。  

②  特別支援校内委員会を計画に

基づいた実施だけでなく、対

応に応じた臨時に開催する。  

③  法令や条例に基づいたいじめ

対応をいじめ対策委員会を中

心に適正に行う。  

④  年３回のふれあいアンケート

や子ども見守りシートの内容

の適切な取り扱いと対応を行

う。  

⑤  保護者アンケート「いじめの

ない学校づくりに取り組んで

いる」の肯定的評価を８０％

以上にする。  

の毎週の実施ができた。ま

た、スクールソーシャルワー

カーも対策委員会に月に 1 回

に参加し、不登校児童といじ

めへの関連性について確認の

場を設けることができた。  

②  学校生活支援シートの取扱い

について再確認し、旧担任か

ら新担任への引継ぎができる

よう態勢を整えた。  

③  上記、①と同。  

④  保護者アンケートでの肯定的

意見は第 1 回が 81％、第 2 回

が 75％であった。年度の初め

の学校長によるいじめ防止、

対応について説明をしたこと

で昨年度よりも向上したが、

保護者への情報提供を引き続

き努めていきたい。  

 

４．  地域と連携した特色ある教育活動を進め、地域に愛着をもち、

よさに気付く児童を育てる。Ａ  

具体的方策  成果・課題  

①  地域人材や地域教材に関わる

ゲストティーチャーやボラン

ティアを取り入れた学習活動

を進める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

①  昔遊びのお手玉（低年生）    

市内の養蚕農家との連携  

蚕飼育から繭の作品作りま

で、八王子車人形鑑賞（３

年生）  企業の社会貢献活

動とタイアップした出前授

業（各学年）、資源循環課、

ＪＡとの連携、ダンボール

コンポストの実践、エコ広

場との大沢川での環境学、

はちまるサポートとの福祉

学習（４年生）劇団風の子



②  ８月中旬から二学期始業式ま

での期間、学校運営協議会が

主催する「わくわくサマース

クール」を開催し、地域人材

を活用した講座を通して子供

たちとの交流の機会をもち、

長期休業中も学校が子供たち

の居場所になるような場とし

て機能させる。  

 

 

 

③  花壇の維持や植物の栽培など

を通して、地域の方々と触れ

合う機会をつくる。「ガーデ

ンフロル」  

 

 

④  校内の美化に努め、環境を整

える。  

観劇（全学年）、富士美術館

での鑑賞、がん教育の実施

（５年生）ボイストレーニ

ング、美しい日本語教室

（６年生）、ありがとうプロ

ジェクト他、実施。  

②  延べ５６７名が参加。２学

期始業式前の二週間実施

し、長期休業中でも学校が

子供たちの居場所になり、

地域の方々と触れ合いなが

ら体験活動ができた。  

③  年間通して花壇の整備に携

わってくださった。子供た

ちの心にも届いており、学

校要覧などに学校と花々を

描いた作品を表紙としてい

る。  

④  学校評価の保護者アンケー

トでは、 86％の肯定的意見

を得ている。子供たちが安

全に学校生活を送ることが

できるように引き続き努め

ていく。  

 

５．  教職員のライフワークバランスを考え、自分の強みを生かそう

とする職員集団となる。Ａ  

具体的方策  成果・課題  

①  経験や強み、専門性を生かす

とともに、将来の教師像を見

据えた校務分掌を意図的に担

わせ、教師としての児童観、

指導観、指導スキルを向上さ

せていく。  

②  児童の怪我やトラブルは、初

①  校内ＯＪＴが活発に行われ、

教育情勢にも目を向けた挑戦

し続けていく職員室であり、

子供たちへの教育活動の充実

につながっていった。  

 

②  組織対応への意識は高まり、



期対応を丁寧に行う。「連

絡・報告・相談」を密にし、

組織として誠実に対応し、早

期解決と事後の当該児童や保

護者へのケアを大切にする。   

③  働き方改革が児童の教育活動

の充実につながるという観点

にたち、校務支援システムや

ホームアンドスクールやスク

ールサポートスタッフ、副校

長補佐、学年補佐等を効果的

に活用していく。  

④  育児や介護を抱える職員の負

担にも考慮し合える職員集団

となるよう、管理職や衛生推

進者が中心的役割を担い、職

員全体で相互いにメンタルケ

アに努めていく。  

教員が個で対応するケースは

ない。その意識が早期発見に

つながり、その後の適切な対

応になったケースもあった。

当該児童や保護者へのケアだ

けでなく、事案に関わる全て

の児童へのケアやその後の行

動改善への課題はあり、より

よい関係づくりが必要なケー

スもある。  

③  働き方改革は子供たちの教育

活動の充実になることが原則

である。校内の人的資源を十

分に生かすとともに前例に寄

らない策を講じることに引き

続き取り組む。  

④  学校職員である前に一人の家

庭人である。職員には仕事へ

のやりがいを感じながらも心

身ともに満たされる状態であ

ることが教育活動の充実にな

ることを意識させていく。  

 

 


